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　2014年11月以来、放送業務を所掌するITU-R SG6の関連会合を

中心に、ITUの活動に携わっております。その縁があってか、

2016年7月からは、ITUジャーナルの編集にも出版編集委員として

関わらせていただいており、昨年12月号の本誌において、夏のリ

オデジャネイロオリンピックにおけるNHKの8K SHV（Super Hi-

Vision）制作への取組みを紹介させていただきました。現在NHK

では、2018年12月から開始予定の4K・8K実用放送に向けて様々

な取組みを進めており、ITU-Rの場においても、SG6会合や衛星

業務を所掌するSG4会合で、これらを寄与して参りました。特に

昨年末には、日本のUHDTV衛星放送のISDB-S3伝送方式に関す

る新勧告ITU-R BO. 2098が承認され、大きな成果を得ることがで

きました（1月号にSG4会合ご出席者の方による会合報告が掲載さ

れております）。

　ITUでの経験が浅い私は、過去の審議経緯などを把握するため

に、本誌の会合報告を頻繁に活用させてもらっております。

　引き続き出版編集委員として携わらせていただくとともに、読

者としても愛読させていただきますので、今後ともよろしくお願

いします。

　

　～技研公開2017 ～

　NHK放送技術研究所では、5月25日（木）～ 28日（日）にかけ

て技研公開2017「2020年へ、その先へ、広がる放送技術」を開催

します。ぜひお立ち寄りください。

　http://www.nhk.or.jp/strl/open2017/
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ITUジャーナル読者アンケート
アンケートはこちら　https://www.ituaj.jp/?page_id=793
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編集後記

　「ネットワーク中立性」。ユーザー、コンテンツ、プラットフォー

ム、アプリケーションなどによって差別あるいは区別することな

く、インターネットサービスプロバイダや各国政府が、インター

ネット上の全てのデータを平等に扱うべきだとする考え方です。

今回の特集では、アメリカをはじめとする各国の動向や、それを

トリガーとした日本での議論、動向を取り上げております。中立

性という言葉を聞くようになってからもう数年、テーマとしてフ

レッシュではないのでは、というイメージをお持ちの方もおいで

かもしれませんが、様々な新しいサービスが生まれ続ける中、再

び議論されるようになっています。

　前回ITUジャーナルで取り上げたのが2015年11月号。それから

の動きをぜひご覧ください。
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